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友
愛
時
評

▼
「
大
接
戦
」
が
予
想
さ
れ
て

い
た
米
国
大
統
領
選
挙
は
ト
ラ

ン
プ
氏
が
早
々
に
当
選
を
決
め

た
。
僅
差
と
な
れ
ば
法
廷
闘
争

や
再
集
計
な
ど
で
決
着
に
１
週

間
以
上
か
か
る
と
か
、
そ
こ
ま

で
行
か
な
く
と
も
ス
イ
ン
グ
・

ス
テ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
激
戦
州

の
開
票
は
最
後
ま
で
も
つ
れ
る

も
の
と
思
っ
て
い
た
。
▼
日
本

の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
事
前
予
想

が
大
外
れ
で
あ
っ
た
理
由
と
し

て
、
特
派
員
の
取
材
源
が
シ
ン

ク
タ
ン
ク
や
大
学
の
研
究
者
な

ど
エ
リ
ー
ト
層
に
偏
り
、「
治

安
が
悪
い
」
と
さ
れ
る
地
区
で

庶
民
相
手
の
取
材
を
し
な
い
、

と
い
う
も
の
が
説
得
的
で
あ
っ

た
。
も
っ
と
も
、
他
国
の
特
派

員
も
米
国
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
の

調
査
・
分
析
を
下
敷
き
に
多
少

の
独
自
取
材
を
加
え
る
程
度
が

通
例
で
あ
る
。
振
り
返
れ
ば
二

〇
一
六
年
の
大
統
領
選
挙
も

「
驚
く
べ
き
番
狂
わ
せ
」
で
あ

り
、
米
国
の
（
特
に
民
主
党
系

の
）
メ
デ
ィ
ア
は
、
ど
う
に
も

ト
ラ
ン
プ
現
象
を
正
確
に
把
握

で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
▼
兵

庫
県
知
事
選
で
も
、
事
前
予
想

は
大
外
れ
と
な
っ
た
。
こ
ち
ら

は
「
ネ
ッ
ト
の
勝
利
、
オ
ー
ル

ド
メ
デ
ィ
ア
の
敗
北
」
と
も
評

さ
れ
、
大
手
メ
デ
ィ
ア
に
と
っ

て
は
深
刻
な
事
態
で
あ
る
。
一

次
情
報
に
接
す
る
こ
と
の
な
い

他
県
の
者
か
ら
見
る
と
、
何
が

事
実
な
の
か
、
誰
の
主
張
が
も

っ
と
も
ら
し
い
の
か
、
全
く
判

断
が
つ
か
な
い
。
都
知
事
選
で

の
「
石
丸
現
象
」
に
引
き
続
き
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
民
主
主
義
の
可

能
性
を
示
し
た
こ
と
は
大
い
に

評
価
で
き
る
。
だ
が
、
フ
ァ
ク

ト
チ
ェ
ッ
ク
が
十
分
で
な
い
情

報
に
基
づ
き
、
印
象
と
熱
気
に

左
右
さ
れ
る
選
挙
に
は
、
ポ
ピ

ュ
リ
ズ
ム
の
落
と
し
穴
も
待
っ

て
い
る
。
新
旧
メ
デ
ィ
ア
に

は
、
正
確
で
信
頼
性
の
高
い
報

道
の
再
興
を
願
う
ば
か
り
で
あ

る
。�

（
ヒ
ゲ
）

第第
3737
回
通
常
理
事
会
開
催

回
通
常
理
事
会
開
催

各
事
業
進
行
状
況
な
ど
報
告・活
発
な
事
業
推
進
状
況

各
事
業
進
行
状
況
な
ど
報
告・活
発
な
事
業
推
進
状
況

２
０
２
４
年
度
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
員
承
認

２
０
２
４
年
度
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
員
承
認

　

11
月
７
日
（
木
）
18
時
よ
り
、
第
37
回
通
常
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
５
月
に
韓
国
で
実
施
さ
れ
た
「
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
表
彰
式
実
施
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
農
業
支
援
事
業
に
お
け
る
「
堆
肥
づ
く
り
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
の
作
成
進
行
状
況
、
２
０
２
４
年
度
Ｏ

Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
員
に
つ
い
て
選
考
委
員
会
の
答
申
書
承
認
、「
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
」を
組
織
と
し
て
確
立
し
、
財
団
内
で
ど
の
よ
う
な
位

置
づ
け
を
す
る
か
な
ど
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
事
業
の
進
行
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。
多
岐
に
わ
た
る
事
業
展
開
、
組
織
強
化
の
方
向

性
な
ど
、
い
ず
れ
も
公
益
財
団
法
人
友
愛
が
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
る
証
と
な
る
内
容
で
あ
っ
た
。

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

井
上
和
子
理
事

谷
藤
悦
史
理
事

中
島
政
希
理
事

芳
賀
大
輔
理
事

西
川
伸
起
理
事

攪
上
哲
夫
理
事

南
埜
幸
信
理
事

出
席
者

　

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
・
井
上

和
子
理
事
・
谷
藤
悦
史
理
事
・

中
島
政
希
理
事
・
芳
賀
大
輔
理

事
・
井
田
安
信
理
事
・
西
川
伸

起
理
事
・
攪
上
哲
夫
理
事
・
南

埜
幸
信
理
事
・
鳩
山
太
郎
理
事

・
山
口
千
恵
子
理
事
・
後
藤
大

智
理
事
・
金
沢
俊
弘
監
事
・
海

方　

亨
監
事

理
事
長
挨
拶

　

ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
選
挙
も

終
わ
り
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
勝
利

し
ま
し
た
。
彼
に
は
、
世
界
中

で
起
き
て
い
る
戦
争
の
停
止
を

早
期
に
実
現
す
る
と
言
っ
て
い

た
言
葉
を
、
具
現
化
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
私
事
で
は
あ
り

ま
す
が
、
先
の
衆
議
院
選
挙

で
、
長
男
の
紀
一
郎
が
当
選
い

た
し
ま
し
た
。
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ま
に
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
韓
国
に
参
り
ま
し

て
、
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
授

賞
式
を
済
ま
せ
て
参
り
ま
し

た
。
ど
の
作
品
も
改
め
て
読
む

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
溢
れ

て
い
て
良
い
作
品
だ
と
感
じ
た

次
第
で
す
。
ま
た
、
韓
国
で『
鳩

山
の
友
愛
』
と
題
し
た
本
が
出

版
さ
れ
、
そ
の
式
典
に
も
参
加

し
ま
し
た
。
後
ほ
ど
芳
賀
理
事

か
ら
詳
し
く
伝
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。
本
日
は
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

続
い
て
庶
務
・
経
理
関
連
及

び
各
担
当
理
事
に
よ
る
事
業
の

現
状
報
告
が
行
わ
れ
た
。

１　

報
告
事
項　

（
１
）
庶
務
・
経
理
関
連
／
羽

中
田
事
務
局
長

　

☆
４
階
資
料
室
、
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ

Ｂ
感
謝
状
な
ど
展
示

　

☆
公
益
財
団
法
人
法
の
改
正

に
あ
た
っ
て
、
現
在
変
更
事
項

と
当
財
団
の
現
行
の
状
況
を
照

ら
し
合
わ
せ
、
必
要
な
改
訂
、

改
正
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

（
2
）
各
事
業
に
関
し
て
の
現

状
報
告

①
ミ
ャ
ン
マ
ー
農
業
指
導
者
育

成
事
業
／
井
田
理
事

　

ミ
ャ
ッ
ト
ー
さ
ん
及
び
現
地

の
研
修
終
了
生
と
の
協
力
体
制

の
も
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成

　

☆
藤
井
名
誉
教
授
及
び
南
埜

理
事
監
修
の
も
と
作
成
し
て
い

く
。

　

☆
現
在
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
に
翻

訳
中
／
在
日
の
プ
ー
さ
ん
の
妹

メ
イ
さ
ん
と
10
月
17
日
（
木
）

実
際
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い

て
打
ち
合
わ
せ
実
施
。
藤
井
名

誉
教
授
及
び
南
埜
理
事
の
作
成

し
て
く
だ
さ
っ
た
原
案
を
２
冊

に
分
割
し
、「
初
心
者
向
け
堆

肥
に
つ
い
て
」「
上
級
者
向
け

緑
肥
の
効
果
」
の
２
部
作
で
制

作
を
進
め
る
方
向
で
、
翻
訳
中

☆
翻
訳
の
あ
ら
ま
し
が
で
き
次

第
、
現
地
研
修
員
に
送
り
、
実

際
の
状
況
と
の
す
り
合
わ
せ
を

行
う
。
こ
の
際
研
修
生
と
し
て

来
日
し
た
テ
ィ
ン
さ
ん
及
び
プ

ー
さ
ん
を
中
心
に
実
施
し
て
い

く
旨
が
報
告
さ
れ
た
。
併
せ

て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
自
然
災
害

及
び
現
状
に
つ
い
て
も
報
告
が

あ
っ
た
。

②
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
／

攪
上
理
事

　

１
、
韓
国
／
全
州
大
学
校
で

の
表
彰
式
開
催
の
報
告

　

＊
10
月
24
日（
木
）　

全
州
大

学
校
に
於
い
て
表
彰
式
開
催
＊

賞
状
授
与　

鳩
山
由
紀
夫
理
事

長
・
賞
金
授
与　

攪
上
哲
夫
理

事
　

＊
同
行
：
攪
上
哲
夫
理
事
・

友愛事務局のあるビルの３階にある友愛サロン。毎回この場所が理事会・評議員会の舞台となる。大きく
円を描くように席を設え、理事長を中心にそれぞれの理事、監事の顔もよく見えるように配置されている。
毎回闊達な議論が交わされ、公益財団法人友愛の運営方針が決定されていく
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芳
賀
大
輔
理
事
・
戸
澤
英
典
選

考
委
員
・
羽
中
田
元
美
事
務
局

長
　

＊
代
表
し
て
友
愛
賞
受
賞
の

朴
智
勇
さ
ん
が
、
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た

　

＊
作
品
集
３
５
０
部
贈
呈

　

以
上
の
内
容
が
、
掲
示
さ
れ

た
写
真
と
共
に
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
韓
国
延
世
大
学
校
で
の

開
催
に
関
し
て
検
討
中
で
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

＊
延
世
大
学
校
学
生
と
友
愛

ユ
ニ
オ
ン
に
よ
る
テ
ー
ブ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
想
定

　

＊
２
０
２
５
年
度
事
業
と
し

て
検
討
／
延
世
大
学
校
は
２
０

２
５
年
５
月
に
創
立
１
４
０
周

年
を
迎
え
る
た
め
、
そ
の
際
の

記
念
事
業
と
し
て
実
施
し
た
い

意
向
が
あ
る
。

　　

２
、
今
後
の
予
定

　

☆
千
代
田
国
際
語
学
院
と
の

交
流
／
卒
業
生
（
日
本
語
が
堪

能
）
と
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
と
の
テ

ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

☆
参
加
卒
業
生
は
、
中
国
・

ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ネ
パ
ー
ル
・
ベ

ト
ナ
ム
と
様
々
な
国
籍
の

方
々
。

　

☆
テ
ー
マ
の
選
択
に
つ
い

て
、
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
で
相
談
中

・
開
催
時
期
：
２
０
２
５
年
１

月
下
旬
～
２
月
上
旬
予
定
。

　

以
上
、
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ

ス
ト
が
韓
国
／
延
世
大
学
校
及

び
国
内
の
日
本
語
学
校
で
も
開

催
が
検
討
さ
れ
て
い
る
旨
が
報

告
さ
れ
た
。

③
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
の
派
遣
事
業
に

つ
い
て
／
西
川
理
事

　

２
０
２
４
年
度
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ

派
遣
事
業
関
連

　

２
０
２
４
年
度
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ

派
遣
員
募
集
終
了
／
9
月
23
日

（
月
・
祝
）・
応
募
総
数
71
名　

　

女
子
51
名
・
男
子
20
名

　

＊
一
次
選
考
で
12
名
ま
で
に

絞
り
込
み
、
二
次
面
接
実
施
予

定
者
と
し
た
。

　

＊
10
月
26
日
（
土
）
選
考
委

員
（
8
名
）
に
よ
る
面
接
実
施

（
11
名
面
接
／
1
名
辞
退
）
＊

対
面
面
接
員
／
谷
藤
選
考
委
員

・
戸
澤
選
考
委
員
・
西
川
選
考

委
員
の
内
２
名
づ
つ
が
直
接
面

接
に
あ
た
り
、
他
の
選
考
委
員

は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
に
て
参
加
す
る
方

針
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
終
了

後
選
考
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

理
事
会
宛
の
答
申
書
が
だ
さ
れ

た
旨
報
告
さ
れ
た
。（
関
連
：
下

記
掲
載
記
事
）

　

答
申
書
は
、
本
理
事
会
の
協

議
事
項
と
な
っ
て
お
り
、
報
告

事
項
終
了
後
、
採
決
が
行
わ
れ

２
０
２
４
年
度
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派

遣
員
は
、
選
考
委
員
会
答
申
書

通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
12
月
に
開
催
予
定

の
、
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
員
の
事

前
勉
強
会
と
同
日
に
開
催
さ
れ

る
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
勉
強
会
に
つ

い
て
、
内
容
が
発
表
さ
れ
た
。

　

＊
12
月
14
日
（
土
）
２
０
２

４
年
度
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
員
の

事
前
勉
強
会
開
催
（
予
定
）

　

＊
同
日
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
勉
強

会
及
び
同
窓
会
開
催

　

講
師
：
ク
ル
ド
人
の
難
民
救

済
に
携
わ
っ
て
い
る
弁
護
士
／

大
橋
毅
さ
ん
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
難
民
支
援
協
会
」
の
方
（
予

定
）

　

今
年
度
の
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
勉

強
会
は
、
か
ね
て
よ
り
友
愛
ユ

ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
が
高
い
関
心

を
示
し
て
い
る
「
難
民
問
題
」

を
取
り
上
げ
、
実
際
に
難
民
支

援
に
携
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

弁
護
士
の
方
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

方
を
お
招
き
し
て
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
旨
報
告
さ
れ
た
。

④
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
刷
新
に
つ
い

て
／
後
藤
理
事

　

＊
派
遣
員
・
訪
問
団
・
イ
ン

タ
ー
ン
な
ど
の
活
動
基
盤
と
な

る
「
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
」
を
再
構

築
・
明
文
化
し
、
公
益
財
団
法

人
の
中
で
の
位
置
を
定
め
る
。

＊
12
月
14
日
（
土
）
開
催
の
友

愛
ユ
ニ
オ
ン
勉
強
会
に
於
い

て
、
意
見
の
集
約
を
図
る
。

　

現
在
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
訪
日
団
の

ア
テ
ン
ド
、
韓
国
で
の
テ
ー
ブ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
活
躍

を
続
け
て
い
る
「
友
愛
ユ
ニ
オ

ン
」
に
つ
い
て
、
公
益
財
団
法

人
と
し
て
の
位
置
づ
け
、
構
成

メ
ン
バ
ー
の
定
義
な
ど
、
更
な

る
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に

も
、
明
文
化
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
充
実
を
図
る
案
が
、
後
藤
理

事
か
ら
報
告
さ
れ
、
今
後
の
推

進
を
託
さ
れ
た
。

（
3
）
そ
の
他
事
項

　

最
後
に
そ
の
他
事
項
と
し

て
、
芳
賀
大
輔
理
事
よ
り
、
先

の
理
事
長
挨
拶
に
も
触
れ
ら
れ

て
い
た
こ
の
度
出
版
さ
れ
た
書

籍
『
鳩
山
の
友
愛
』
に
つ
い
て
、

概
略
が
説
明
さ
れ
た
。

韓
国
に
お
け
る『
鳩
山
の
友
愛
』

出
版
に
つ
い
て
／
芳
賀
理
事

　

「
こ
こ
数
年
来
鳩
山
理
事
長

は
、
訪
韓
を
重
ね
現
在
の
尹
錫

悦
大
統
領
と
も
交
友
を
続
け
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
訪
韓
の
折
り
の
鳩

山
理
事
長
の
言
動
︱
例
え
ば
墓

参
り
の
折
り
に
韓
国
式
の
お
辞

儀
の
方
法
で
地
面
に
膝
を
つ
い

て
お
参
り
し
た
こ
と
な
ど
︱
に

感
銘
し
、
創
作
意
欲
を
触
発
さ

れ
た
韓
国
の
作
家
具
滋
亨
先
生

が
鳩
山
由
紀
夫
先
生
の
こ
れ
ま

で
に
つ
い
て
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
の
作
品
を
著
し
た
い
と
の
お

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
具
滋
亨
先
生
と
何

回
か
お
会
い
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
受
け
、
そ
れ
ら
の
事
が
今

回
の
本
と
な
っ
て
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
自
分
で
は
書
い
て
い
な

い
の
で
自
叙
伝
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
事
な
ど
書

か
れ
て
い
て
、
自
叙
伝
に
近
い

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

と
詳
し
い
説
明
と
共
に
、
実

際
の
本
を
示
し
報
告
し
た
。

…
…
…
…
…

　

以
上
を
以
て
第
37
回
通
常
理

事
会
を
終
え
、
午
後
８
時
10
分

会
議
を
終
了
し
た
。

Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
員
選
考

初
め
て
の
面
接
選
考
実
施

11
名
の
応
募
者
が
次
々
と
来
所

　

10
月
26
日
（
土
）
午
前
９
時

か
ら
、
友
愛
事
務
局
（
友
愛
サ

ロ
ン
）
に
お
い
て
、
２
０
２
４

年
度
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
員
の
面

接
選
考
が
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
選
考
方
法
と
し
て
初

め
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の

で
、
昨
年
度
ま
で
応
募
者
は
そ

れ
ぞ
れ
指
定
の
書
類
（
応
募
用

紙
・
教
授
推
薦
状
・
成
績
表
・

各
人
の
応
募
動
機
な
ど
を
綴
っ

た
作
文
）
と
自
身
で
作
成
し

た
、
１
分
間
動
画
を
添
え
て
応

募
し
て
い
た
。

　

昨
年
度
の
選
考
を
終
え
た
後

の
選
考
委
員
会
で
、「
１
分
動

画
を
全
員
分
観
る
こ
と
は
、
か

な
り
の
労
力
を
要
す
る
。
し
か

し
そ
の
労
力
の
割
に
は
、
実
際

の
人
物
像
を
掴
む
の
は
難
し

い
」
と
の
意
見
が
あ
り
、
書
類

選
考
で
絞
っ
た
後
、
全
員
（
12

名
）
に
面
接
選
考
を
行
い
た
い

と
の
方
向
に
固
ま
っ
た
。

　

実
際
に
面
接
選
考
と
な
る

と
、
各
人
の
時
間
割
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
選
考
委
員
の
負
担

は
大
き
く
、
Ｗ
ｅ
ｂ
を
利
用
し

て
い
る
と
は
言
え
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
８
時
間

以
上
の
拘
束
と
な
る
。
さ
ら

に
、
選
考
を
終
え
た
後
、
Ｗ
ｅ

ｂ
利
用
で
の
選
考
委
員
会
を
開

き
、
理
事
会
へ
の
答
申
書
を
纏

め
る
必
要
が
あ
り
、
拘
束
時
間

は
さ
ら
に
長
く
な
る
。

　

ど
う
な
る
こ
と
か
と
実
施
し

て
み
た
面
接
選
考
で
あ
っ
た

が
、
選
考
委
員
は
も
と
よ
り
、

理
事
各
位
の
ご
協
力
を
得
て
、

順
調
に
進
み
、
最
後
の
選
考
委

員
会
ま
で
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

各
選
考
委
員
の
反
応
も
良

く
、
や
は
り
会
っ
て
初
め
て
解

る
こ
と
も
多
い
、
書
類
選
考
、

動
画
選
考
で
は
難
し
い
と
の
意

見
も
多
く
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
次
年
度
も
同
様
に
面
接

選
考
を
取
り
入
れ
る
方
向
で
、

募
集
を
進
め
る
事
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。

理
事
会
へ
提
出
の
選
考
結
果

　

（
一
面
掲
載
の
第
37
回
理
事

会
で
承
認
さ
れ
た
答
申
で
す
）

　

岩
岡
優
太
／
千
葉
大
学
医
学

部
５
年
・
尾
田
夏
野
／
京
都
大

学
総
合
人
間
学
部
３
年
・
木
島

優
美
／
東
京
科
学
大
学
医
学
部

６
年
・
佐
々
木
太
一
／
北
海
道

大
学
大
学
院
修
士
２
年
・
須
黒

正
也
／
筑
波
大
学
人
文
・
文
化

学
群
４
年
・
坪
山　

倫
／
東
京

大
学
文
学
部
４
年

　

（
敬
称
略
掲
載
は
五
十
音
順
）

　

以
上
男
子
学
生
４
名
女
子
学

生
２
名
が
２
０
２
４
年
度
Ｏ
Ｅ

Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
員
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

井
田
安
信
理
事

鳩
山
太
郎
理
事

海
方
亨
監
事

午
後
の
部
は
、
谷
藤
選
考
委
員
と
西
川

理
事
が
直
接
の
面
接
者
と
し
て
対
応
。

時
に
は
鋭
い
質
問
も
あ
り
ま
し
た

韓
国
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
攪
上
理

事
も
、
受
付
で
大
活
躍.

。
穏
や
か
な
笑

顔
が
受
験
者
を
和
ま
せ
ま
し
た

午
前
の
部
で
直
接
の
質
問
者
を
担
当
し

た
戸
澤
選
考
委
員
は
、
午
後
は
Ｗ
ｅ
ｂ

で
参
加
。
鋭
い
眼
差
し
を
向
け
て

後
藤
理
事
は
、
次
々
と
来
所
す
る
応
募

者
全
員
に
、
丁
寧
に
そ
し
て
熱
く
、
友

愛
活
動
の
重
要
性
、
楽
し
さ
を
語
っ
た

朝
９
時
か
ら
17
時
ま
で
の
長
時
間
に
も

関
わ
ら
ず
、
選
考
委
員
の
皆
さ
ん
は
真

摯
に
向
き
合
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

山
口
千
恵
子
理
事

後
藤
大
智
理
事

金
沢
俊
弘
監
事
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韓
国
　
全
州
大

韓
国
　
全
州
大
学
校
学
校
に
お
け
る「
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」表
彰
式
実
施

に
お
け
る「
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」表
彰
式
実
施

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
か
ら
友
愛
賞
賞
状
が
贈
ら
れ
る

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
か
ら
友
愛
賞
賞
状
が
贈
ら
れ
る

友
愛
賞
受
賞
の
朴
智
勇
さ
ん
が
受
賞
者
を
代
表
し
て
挨
拶

友
愛
賞
受
賞
の
朴
智
勇
さ
ん
が
受
賞
者
を
代
表
し
て
挨
拶

第
３
位
受
賞　

李
松
泫
さ
ん

タ
イ
ト
ル
は
「
私
に
と
っ
て
友
愛
と

は
？
」
章
立
て
の
見
事
な
考
察
を
展
開

し
た
作
品

第
２
位
受
賞　

イ
ム　

ハ
ネ
さ
ん

タ
イ
ト
ル
は
「
私
に
と
っ
て
友
愛
と

は
？
」
自
ら
の
経
験
を
基
に
綴
り
、
世

界
に
平
和
が
訪
れ
る
こ
と
を
と
結
ん
だ

全
州
大
学
校
日
本
語
学
科
の
片
龍
雨
教

授　

笑
顔
の
爽
や
か
な
素
敵
な
先
生
。

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
と
一
緒
に「
友
愛
」

を
示
す
指
で
つ
く
る
ハ
ー
ト
を
！

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
再
度
読
み
直
し
、

全
て
素
晴
ら
し
い
作
品
で
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。
特
に
友
愛
賞
の
、
竹
を
友
愛

の
関
係
に
な
ぞ
ら
え
た
作
品
は
と
総
評

私
に
と
っ
て
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
栄
誉

で
す
。
と
挨
拶
し
た
朴
智
勇
さ
ん

理
事
長
も
そ
の
作
品
の
着
眼
点
に
つ
い

て
、
素
晴
ら
し
い
と
評
価

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
か
ら
友
愛
賞
の
賞

状
が
授
与
さ
れ
た
。
緊
張
し
な
が
ら
も

笑
顔
で
受
け
取
る
朴
智
勇
さ
ん

迫
力
の
あ
る
立
派
な
体
躯
の
学
生

第
３
位
受
賞　

鄭
普
丞
さ
ん

嬉
し
そ
う
に
賞
金
の
の
し
袋
を
手
に

タ
イ
ト
ル
は
「
私
に
と
っ
て
友
愛
と

は
？
」
︱
輝
く
未
来
の
た
め
に
︱

大
き
な
教
室
に
受
賞
者
を
始
め
と
す
る

多
く
の
学
生
が
集
ま
っ
た
。
皆
鳩
山
由

紀
夫
理
事
長
の
講
話
を
聞
き
、
テ
ー
ブ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
参
加

友
愛
賞
受
賞
の
朴
智
勇
さ
ん
が
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

た
。
貴
重
な
体
験
で
、
今
後
の
人
生
の

励
み
に
な
る
と
流
暢
な
日
本
語
で

講
演
で
韓
国
を
訪
れ
て
い
た
戸
澤
英
典

選
考
委
員
も
友
愛
一
行
と
合
流
し
て
、

表
彰
式
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
皆

さ
ん
の
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
と
挨
拶

攪
上
哲
夫（
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
担
当
）

理
事
よ
り
、
賞
金
が
授
与
さ
れ
た
。
日

本
式
に
水
引
で
飾
っ
た
の
し
袋
を
用
意

し
て
皆
さ
ん
に
差
し
上
げ
た

全
州
大
学
校　

パ
ク　

ジ
ン
ペ
総
長

お
忙
し
い
中
表
彰
式
に
ご
出
席
く
だ
さ

り
、
受
賞
者
に
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
っ

た
。
韓
日
の
関
係
を
深
め
た
い
と
挨
拶

こちらはみんなで揃って「友愛のシンボル」を表す、「指でつく
るハートマークを。バク総長も、鳩山理事長も全員揃って友愛！

　

韓
国
で
行
わ
れ
た
初
め
て
の「
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

事
業
は
、
全
州
大
学
校
の
多
大
な
協
力
を
得
て
、
成
功
裡
に

終
了
し
た（
５
８
９
号
既
報
）。
寄
せ
ら
れ
た
作
品
を
厳
選
に

審
査
し
受
賞
者
が
決
ま
っ
た
。
直
接
賞
状
を
手
渡
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
多
忙
な
時
間
を
ぬ
っ
て
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

自
ら
が
再
度
全
州
大
学
校
を
訪
れ
、
学
生
達
と
の
交
流
の
な

か
表
彰
式
を
挙
行
し
た
。

　

10
月
24
日
（
木
）
韓
国
の
全

州
大
学
校
に
於
い
て
、
２
０
２

４
年
度
「
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ

ス
ト
」の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

去
る
５
月
に
開
催
さ
れ
た
、
講

演
会
な
ど
、
日
韓
交
流
事
業
の

際
に
募
集
し
、
寄
せ
ら
れ
た
作

品
の
な
か
か
ら
、
８
名
の
選
考

委
員
会
の
厳
選
な
審
査
を
受

け
、
表
彰
対
象
と
な
っ
た
作
品

に
賞
状
、
賞
金
が
贈
ら
れ
た
。

　

友
愛
か
ら
は
鳩
山
由
紀
夫
理

事
長
、
芳
賀
大
輔
理
事
、
攪
上

哲
夫
理
事
、
戸
澤
英
典
選
考
委

員
、
羽
中
田
元
美
事
務
局
長
が

参
加
し
た
。

　

24
日
早
朝
、
日
本
を
発
ち
、

ソ
ウ
ル（
金
浦
空
港
）に
到
着
後
、

車
で
約
40
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
、

Ｋ
Ｔ
Ｘ（
新
幹
線
）の
駅
に
移
動
。

Ｋ
Ｔ
Ｘ
に
乗
車
す
る
こ
と
約
２

時
間
、
そ
の
後
再
び
車
で
40
分

の
全
州
大
学
校
に
到
着
と
、
強

行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
の
訪
問
と

な
っ
た
。
午
後
４
時
と
い
う
時

間
に
も
関
わ
ら
ず
、
全
州
大
学

校
は
、
パ
ク
総
長
を
始
め
片
教

授
ほ
か
多
く
の
学
生
さ
ん
が
笑

顔
で
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

大
き
な
教
室
に
設
え
ら
れ
た

会
場
に
は
「
２
０
２
４
年
度
友

愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

式
」
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
、
構

内
に
入
る
入
口
に
も
、
大
き
な

看
板
が
設
え
ら
れ
て
お
り
、
大

学
を
挙
げ
て
の
歓
迎
ぶ
り
が
伺

え
た
。

　

同
行
の
戸
澤
英
典
選
考
委
員

は
講
評
と
し
て
、「
作
品
だ
け

拝
見
し
て
い
る
時
よ
り
、
実
際

に
伺
っ
て
皆
さ
ん
の
活
気
あ
る

表
情
に
お
会
い
で
き
た
こ
と

で
、
さ
ら
に
作
品
へ
の
評
価
が

高
く
な
り
ま
し
た
」
と
述
べ
、

大
き
な
拍
手
が
湧
い
た
。

　

全
員
で
の
記
念
撮
影
を
終

え
、
友
愛
一
行
は
再
び
ソ
ウ
ル

に
向
け
て
出
発
し
た
。
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編
集
後
記

入
選
の
金
材
浩
さ
ん

タ
イ
ト
ル
は
「
私
の
友
愛
と
は
」
コ
ロ

ナ
禍
の
経
験
か
ら
結
束
力
と
し
て
の
友

愛
を
考
察
、
独
自
の
切
り
口
で

入
選
の
金
䜭
薫
さ
ん

タ
イ
ト
ル
は
「
私
に
と
っ
て
友
愛
と

は
？
」
友
愛
と
は
地
球
を
愛
す
る
こ
と

だ
と
、
自
然
保
護
の
観
点
か
ら
友
愛
論

入
選
の
林
珉
煜
さ
ん

タ
イ
ト
ル
は「
私
に
と
っ
て
友
愛
と
は
」

初
め
て
友
愛
と
い
う
言
葉
と
向
き
合
っ

た
考
え
方
の
推
移
を
見
事
に
綴
っ
た

友
愛
賞
受
賞
作
品

友
愛
賞
受
賞
作
品

友
愛
と
竹
　
　

友
愛
と
竹
　
　朴

　
智
勇

朴
　
智
勇

　

私
の
考
え
る
友
愛
と
は
、
友

情
や
愛
情
を
通
じ
て
他
者
を
思

い
や
り
、
互
い
に
助
け
合
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
間
関
係

の
基
本
で
あ
り
、
人
と
人
と

が
、
国
境
を
越
え
て
互
い
に
支

え
合
い
、
理
解
し
合
い
、
共
に

成
長
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る

重
要
な
概
念
で
あ
る
と
考
え

る
。
そ
し
て
、
私
は
こ
れ
を

「
竹
」
で
象
徴
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
。

　

思
い
返
す
と
、
私
が
京
都
の

嵐
山
の
竹
林
の
脇
道
に
訪
れ
た

時
の
こ
と
で
あ
る
。
竹
は
空
高

く
伸
び
、
竹
同
士
が
美
し
く
調

和
し
絡
み
合
っ
て
い
た
。
そ
の

緑
の
ト
ン
ネ
ル
が
み
せ
る
光
と

影
の
美
し
い
光
景
は
、
今
で
も

忘
れ
ら
れ
な
い
。
一
本
の
竹
を

見
て
美
し
い
と
思
う
人
は
少
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
竹
は
そ

の
成
長
過
程
で
他
の
竹
と
密
接

に
絡
み
合
い
、
支
え
合
い
な
が

ら
竹
林
を
形
成
し
、
人
は
そ
の

全
体
を
見
て
は
じ
め
て
美
し
い

と
思
う
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、

竹
は
地
面
に
深
く
根
を
張
り
暴

風
雨
に
も
倒
れ
な
い
ほ
ど
の
強

さ
を
持
つ
と
同
時
に
、
強
風
が

吹
く
と
し
な
や
か
に
揺
れ
、
そ

の
柔
軟
性
に
よ
っ
て
折
り
曲
げ

ら
れ
る
こ
と
な
く
生
き
延
び
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
性
質
を

持
つ
植
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
竹
は
個
々
の
強
さ
と
柔
軟

さ
、
そ
し
て
竹
同
士
の
支
え
合

い
と
共
存
が
あ
っ
て
こ
そ
美
し

い
竹
林
を
形
成
で
き
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
竹
の
性
質

は
、
ま
さ
に
私
が
思
う
友
愛
の

本
質
で
あ
り
、
そ
れ
を
象
徴
す

る
も
の
だ
と
思
う
。

　

そ
れ
で
は
、
竹
に
な
ぞ
ら
え

て
今
の
日
韓
の
関
係
を
説
明
し

て
み
よ
う
。
日
本
と
韓
国
は
同

じ
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
属
す
る

国
と
し
て
、
人
種
、
文
化
、
地

理
、
歴
史
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

面
に
お
い
て
極
め
て
近
い
関
係

に
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
日

韓
関
係
は
、
歴
史
認
識
の
相
違

や
政
治
的
・
経
済
的
な
対
立
、

メ
デ
ィ
ア
教
育
に
よ
る
偏
見
な

ど
が
、
双
方
の
誤
解
や
不
信
感

を
増
幅
さ
せ
、
協
力
や
友
好
関

係
の
構
築
を
妨
げ
る
主
要
な
原

因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま

る
で
、
竹
が
同
じ
土
壌
か
つ
隣

で
根
を
張
り
な
が
ら
も
、
そ
の

成
長
過
程
で
調
和
や
絡
み
合
い

が
で
き
ず
、
美
し
い
竹
林
が
形

成
さ
れ
な
い
非
現
実
的
な
状
態

の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
日

韓
も
竹
の
よ
う
な
友
愛
の
精
神

を
心
掛
け
、
互
い
の
文
化
や
歴

史
を
尊
重
し
、
理
解
し
合
う
努

力
を
続
け
る
な
ら
ば
、
共
に
繁

栄
し
、
友
好
関
係
を
築
け
る
に

違
い
な
い
と
思
う
。
竹
が
根
を

張
り
絡
み
合
う
こ
と
で
暴
風
雨

に
倒
れ
な
い
よ
う
に
、
し
な
や

か
に
揺
れ
る
こ
と
で
強
風
を
耐

え
抜
く
よ
う
に
、
日
韓
関
係
も

強
い
絆
を
持
ち
、
柔
軟
な
姿
勢

を
持
つ
こ
と
で
、
困
難
な
問
題

を
乗
り
越
え
大
き
な
成
長
を
遂

げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

私
は
京

都
大
学
で
の
留
学
時
代
、
11
か

国
か
ら
な
る
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

や
、
書
道
部
お
よ
び
環
境
サ
ー

ク
ル
の
仲
間
た
ち
に
出
会
っ

た
。
彼
ら
と
は
今
で
も
定
期
的

に
連
絡
を
取
り
合
い
、
彼
ら
が

韓
国
に
来
て
く
れ
た
際
に
は
観

光
案
内
を
し
た
り
、
私
も
ま
た

皆
と
台
湾
や
タ
イ
な
ど
に
旅
行

し
た
り
と
、
活
発
な
交
流
を
続

け
て
い
る
。
異
な
る
文
化
や
背

景
を
持
つ
彼
ら
と
の
関
係
は
、

ま
る
で
竹
の
地
下
茎
が
し
っ
か

り
と
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
、

強
く
し
な
や
か
な
絆
を
形
成
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
多
様

な
文
化
と
価
値
観
の
中
で
育
ま

れ
た
友
情
は
、
ま
さ
に
竹
の
よ

う
な
強
さ
と
柔
軟
性
を
兼
ね
備

え
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
私

の
考
え
る
友
愛
の
理
想
で
あ

り
、
そ
の
実
践
例
で
も
あ
る
。

　

＊
第
二
位
、
第
三
位
、
入
選

作
品
な
ど
友
愛
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
是
非
ア
ク
セ
ス

し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2024年度 年会費納入のお願い
今年も残すところあと一ヶ月となりました。いつも公益財団法人友愛にご協力をいただき厚く御礼申し上げます。

公益財団法人友愛の活動は、皆さまの会費で支えられております。今年度の年会費は、12 月末日までにお送りいただきますと、
2025 年１月に領収書をお送りしますので、３月の確定申告に間に合います。

今月号に同封の振込用紙をご利用いただき、2024年度会費の納入をお願いいたします。
郵便法の決まりから、お願いのお手紙を同封することができません。悪しからずご了承賜りますようお願い申し上げます。

　

税
額
控
除
対
象
で
す
！

　

公
益
財
団
友
愛
は
、
税
額
控

除
の
認
定
を
受
け
て
い
る
公
益

財
団
法
人
で
す
。

　

「
友
愛
」
に
収
め
て
い
た
だ

い
た
会
費
は
、「
公
益
法
人
に

対
す
る
寄
付
」
と
し
て
、
税
額

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ユ
ニ
セ
フ
な
ど
他
の
法
人
へ

の
寄
付
と
合
計
し
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
ふ
る
さ
と
納
税
の

要
領
と
同
じ
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
領
収
書
に
記
載
す
る
住

所
は
、
住
民
届
け
の
住
所
で
あ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

＊
ご
不
明
な
点
は
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

会
費
振
込
用
紙
に
つ
い
て

◆
５
月
の
韓
国
全
州
大
学
校
で

参
加
の
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ

ー
は
、
壇
上
で
堂
々
と
「
私
に

と
っ
て
友
愛
と
は
」
を
披
露
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
続
く
テ
ー
ブ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
、

全
州
大
学
校
の
学
生
さ
ん
と
ま

る
で
既
知
の
友
人
の
如
く
、
楽

し
く
会
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

夏
の
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
来
日
の
折
り

の
ア
テ
ン
ド
も
友
愛
ユ
ニ
オ
ン

メ
ン
バ
ー
は
大
活
躍
で
し
た
。

端
で
見
て
い
て
誇
ら
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
本
当
に
友
愛

を
理
解
し
よ
う
、
実
践
し
よ
う

と
前
向
き
な
姿
勢
が
素
晴
ら
し

い
で
す
。
そ
う
し
た
中
、
学
校

も
学
年
も
違
う
、
既
に
社
会
人

に
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
含
め
て

仲
良
く
議
論
し
て
い
る
姿
は
、

微
笑
ま
し
く
、
頼
も
し
く
あ
り

ま
す
。
今
年
も
さ
ら
に
６
名
の

メ
ン
バ
ー
が
増
え
ま
す
。
友
愛

の
未
来
が
明
る
い
で
す
。�（
も
）

公益財団法人友愛ホームページＱＲコード
写真満載の友愛の活動記録をはじめ、
機関紙『友愛』のバックナンバー・定
款等の情報など、多くの情報を掲載し
ております。スマートフォン版は左の
ＱＲコードからご覧いただけます。
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